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対
馬
の
現
状
に
対
す
る
政
府
の
認
識
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
政
府
答
弁
書
一
」
（
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
二
九
四
号
）
並
び
に
「
政
府
答
弁
書
二
」
（
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
二
三
〇

号
）
、
「
政
府
答
弁
書
三
」
（
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
一
七
一
号
）
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

現
在
対
馬
の
不
動
産
が
韓
国
資
本
に
よ
り
買
い
占
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
へ
の
政
府
の
認
識
に
つ
い
て
、
「
政
府
答
弁
書

二
」
及
び
「
政
府
答
弁
書
三
」
で
、
政
府
と
し
て
特
段
問
題
視
せ
ず
、
詳
細
を
把
握
す
べ
く
調
査
を
す
る
考
え
も
な
い
と
の

答
弁
を
し
て
い
る
一
方
で
、
本
年
十
一
月
二
十
七
日
の
衆
議
院
安
全
保
障
委
員
会
に
お
い
て
浜
田
靖
一
防
衛
大
臣
と
中
曽
根

弘
文
外
務
大
臣
が
、
右
の
現
状
に
つ
き
「
重
く
受
け
止
め
、
問
題
意
識
を
も
っ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
」
、
「
最
重
要
課
題

で
、
基
本
的
に
は
し
っ
か
り
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
旨
を
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
し
て
い
る
。
右
の
答
弁
書
の
内
容
と
浜
田

大
臣
、
中
曽
根
大
臣
の
答
弁
は
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
問
い
に
対
し
、
「
政
府
答
弁
書
一
」
で
政
府
は
「
御
指
摘
の

国
会
に
お
け
る
答
弁
は
、
前
々
回
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
十
一
月
十
一
日
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
一
七
一
号
）
八
及
び
九
に
つ

い
て
並
び
に
前
回
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
一
日
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
二
三
〇
号
）
三
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た

内
容
を
踏
ま
え
た
上
で
、
自
衛
隊
施
設
の
周
辺
状
況
等
に
つ
い
て
の
保
全
の
重
要
性
や
領
土
保
全
は
国
家
の
最
重
要
課
題
で

あ
る
と
の
一
般
的
な
見
解
を
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
答
弁
書
と
矛
盾
し
て
い
る
と
の
御
指
摘
は
、
当
た
ら
な
い
と

一



考
え
て
い
る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
で
は
浜
田
大
臣
並
び
に
中
曽
根
大
臣
の
答
弁
は
、
韓
国
資
本
に
よ
り
不
動
産
が
買

い
占
め
ら
れ
て
い
る
対
馬
の
現
状
を
一
切
念
頭
に
入
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
自
衛
隊
施
設
の
周
辺
状
況
等
の
保
全

や
領
土
保
全
の
重
要
性
に
つ
い
て
一
般
的
な
話
を
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
の
か
。
確
認
を
求
め
る
。

二

浜
田
大
臣
並
び
に
中
曽
根
大
臣
は
、
現
在
対
馬
の
不
動
産
が
韓
国
資
本
に
よ
り
買
い
占
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
に
つ
き
、

ど
の
様
な
認
識
を
有
し
て
い
る
か
。

三

本
年
七
月
二
十
二
日
、
韓
国
国
会
に
お
い
て
韓
国
議
会
全
議
席
数
二
百
九
十
九
の
約
六
分
の
一
に
当
た
り
、
単
純
に
計
算

す
る
な
ら
ば
、
右
の
比
率
は
我
が
国
国
会
に
お
け
る
全
議
席
数
七
百
二
十
二
の
う
ち
の
約
百
二
十
人
に
相
当
す
る
五
十
人
の

韓
国
国
会
議
員
に
よ
り
発
議
さ
れ
た
、
我
が
国
の
対
馬
も
韓
国
の
領
土
で
あ
る
と
す
る
決
議
（
以
下
、
「
決
議
」
と
い

う
。
）
に
つ
き
、
先
の
質
問
主
意
書
で
、
現
在
政
府
が
「
対
馬
が
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
り
、
大
韓
民
国
政
府
も
対
馬
を

同
国
の
領
土
と
し
て
認
識
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
認
識
し
て
い
て
も
、
今
後
韓
国
世
論
の
動
向
に
よ
っ
て

は
、
右
の
韓
国
政
府
の
認
識
に
も
何
ら
か
の
変
化
が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
政
府
答

弁
書
一
」
で
政
府
は
「
仮
定
の
御
質
問
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
当
方
が
問
う
て
い

る
の
は
、
将
来
的
に
起
こ
り
う
る
可
能
性
を
決
し
て
否
定
で
き
な
い
事
案
に
つ
き
、
政
府
と
し
て
十
分
な
対
応
策
を
検
討
し

二



て
い
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
り
、
単
純
に
「
仮
定
の
御
質
問
」
と
し
て
答
弁
を
差
し
控
え
る
の
は
、
政
府
の
対
応
と
し
て
不

適
切
で
あ
る
と
考
え
る
。
「
決
議
」
を
発
議
し
た
五
十
名
の
韓
国
国
会
議
員
の
背
景
に
は
、
相
当
数
の
韓
国
国
民
の
支
持
が

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
今
後
の
韓
国
国
内
の
事
情
も
し
く
は
韓
国
世
論
の
動
向
に
よ
っ
て
は
、
「
決
議
」
等
、
対
馬
は

韓
国
の
領
土
だ
と
す
る
声
が
更
に
大
き
く
な
り
、
韓
国
政
府
の
見
解
に
も
変
化
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
右

の
点
に
つ
き
、
政
府
と
し
て
ど
の
様
に
考
え
、
ど
の
様
な
対
応
策
を
検
討
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


